
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                      

   
 

今
回
は
養
父
堀 

正
の
曾
孫
の
堀 

啓
次
郎
氏 

が
前
日
か
ら
興
禅
寺
の
墓
参
に
来
ら
れ
、
こ
の 

研
究
会
で
は
じ
め
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
左
ペ
ー
ジ
）
父
・
母
・
兄
弟
で
終
戦
直
後
満
州 

か
ら
引
き
揚
げ
て
、
小
２
か
ら
小
５
ま
で
３
年
間 

鳥
取
市
に
居
住
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

今
回
の
研
究
会
は
か
た
の
婦
人
参
政
権
運
動
を 

テ
ー
マ
に
、
時
代
を
追
っ
て
、
史
実
を
探
し
て 

活
動
を
学
び
ま
し
た
。 

① 

１
９
１
９
（
大
正
９
）
年
禁
酒
運
動
か
ら
始

め
た
。
前
年
「
パ
リ
講
和
条
約
」
を
取
材
に

行
っ
た
夫
企
救
男
か
ら
女
性
の
社
会
進
出
の

様
子
を
書
い
て
送
っ
て
き
た
手
紙
を
読
み
、

活
動
を
始
め
た
。
禁
酒
の
ビ
ラ
配
り
を
長
男

道
夫
が
カ
メ
ラ
に
収
め
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ
り
。 

② 

「
婦
人
参
政
同
盟
」
発
足
。 

１
９
２
３
（
大

正
１
２
）
年
２
月
、
婦
人
連
盟
・
新
眞
婦
人

会
・
革
新
俱
楽
部
・
婦
人
禁
酒
会
（
か
た
が

代
表
）
・
個
人
参
加
も
加
え
て
創
立
さ
れ
る
。 

③ 

１
９
２
３
（
大
正
１
２
）
年
９
月
関
東
大
震

災
が
起
き
、
か
た
等
は
救
済
活
動
を
す
る
。 

④ 

１
９
２
４
（
大
正
１
３
）
年
１
０
月
、
婦
人

参
政
同
盟
脱
会
組
の
河
本
亀
子
は
婦
人
保
護

協
会
を
作
り
、
西
川
文
子
は
婦
人
社
会
問
題

研
究
会
を
作
り
、
碧
川
か
た
の
婦
人
禁
酒
会

の
三
者
は
、
「
婦
人
参
政
三
派
連
合
会
」
を

結
成
し
、
か
た
は
三
派
理
事
長
と
な
る
。
昭 

和
２
年
１
月
頃
ま
で
は
存
在
し
た
。 

⑤
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
３
月
か
た
は
鷲
尾
よ
し 

と
「
女
権
擁
護
会
」
を
作
り
、
自
宅
を
事
務
所
に 

し
て
雑
誌
『
女
権
』
創
刊
。
道
夫
の
京
都
転
勤
の 

た
め
、
３
号
ま
で
し
か
発
刊
し
て
い
な
い
。
昭
和 

９
年
ま
た
転
勤
で
東
京
へ
。
婦
人
参
政
権
に
関
す 

る
請
願
を
何
度
も
お
こ
な
う
。 

⑥
戦
後
、
頼
み
は
市
川
房
枝
へ 

疎
開
先
で
衰
弱
し
、 

 

公
職
追
放
中
の
市
川
へ
代
表
と
し
て
議
員
に
な 

 

る
よ
う
頼
ん
だ
こ
と
が
手
紙
文
に
よ
り
わ
か
る
。 

 

追
放
解
除
さ
れ
た
の
が
昭
和
２
５
年
、
３
年
後
の 

参
議
院
選
挙
で
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

                  

（
鳥
取
市
の
高
齢
者
大
学
） 

 

尚
徳
大
学
で
講
演
し
て 

 

 

６
月
１
５
日
（
金
）
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２
階
で

「
赤
と
ん
ぼ
の
母 

～
碧
川
か
た
の
生
涯 

父
は

和
田
邦
之
助
～
」
と
題
し
、
１
２
０
名
の
方
に
話
し

を
し
ま
し
た
。 

 

父
邦
之
助
が
関
わ
っ
た
因
幡
二
十
士
事
件
の
経

過
を
藩
史
の
記
録
か
ら
読
み
解
き
ま
し
た
。
隠
居
し 

て
か
ら
の
か
た
の
出
生
、
堀
夫
妻
に
養
女
と
し
て
育

て
ら
れ
、
た
つ
の
で
の
結
婚
、
離
婚
は
操
（
後
の
露

風
）
と
の
別
れ
に
も
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
よ
う
に
、

か
た
の
生
涯
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を
用
い
て
話

し
は
６
０
分
で
終
り
、
別
な
角
度
か
ら
主
に
か
た
顕

彰
碑
の
建
立
ま
で
の
経
過
を
ま
と
め
た
「
鳥
取
で
の

盛
り
上
が
り
」
を
２
０
分
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

朝
ド
ラ
の
候
補
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
と
て

も
関
心
を
も
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
署
名 

運
動
に
も
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
終
了
後
に
以
前
松
崎
に
住
ん
で
い
た
と
い

う
方
お
二
人
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
が
出
た
。
一
人

は
西
向
寺
の
す
ぐ
前
に
住
ん
で
い
て
、
真
教
寺
か
ら

の
墓
移
転
の
こ
と
、
和
田
家
が
あ
り
、
同
級
生
が
い

た
こ
と
を
発
言
さ
れ
、
も
う
一
人
は
、
先
祖
が
小
鹿

谷
に
あ
っ
た
あ
が
り
屋
敷
庄
屋
を
し
て
い
た
が
「
あ

が
り
屋
敷
」
と
は
何
か
と
の
質
問
に
、
午
後
県
立
博

物
館
を
訪
問
し
て
い
っ
し
ょ
に
説
明
を
受
け
、
今
ま

で
の
疑
問
が
解
け
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
生
涯

学
習
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
機
会
で
し
た
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
井 

幸
子 
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第
３
回
研
究
会
を
５
月
１
９
日
（
土
） 

に
行
い
ま
し
た
。 

堀 正 曾孫 堀 啓次郎さんを迎えた研究会 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

                           

 
 

碧
川
か
た 

研
究
会
に
出
席
し
て 

 

 

私
の
書
い
た
『
元
九
郎
奔
る
』
を
読
ま
れ
た 

四
井
さ
ま
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
本
日
の 

出
席
と
な
り
ま
し
た
。
お
招
き
い
た
だ
き
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

父
の
妹
の
春
枝
叔
母
か
ら
は
、「
赤
と
ん
ぼ
」 

の
作
者
、
三
木
露
風
の
生
み
の
母
は
、
曾
祖
父 

堀
元
九
郎
（
明
治
か
ら
正

た
だ
し

に
改
名
）
の
養
女
で 

あ
っ
た
こ
と
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

父
た
ち
の
若
い
こ
ろ
は
、
碧
川
の
子
供
た
ち
と 

も
、
親
し
く
付
き
合
っ
て
い
た
こ
と
を
、
三
女 

の
芳
子
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
学
生
時 

代
に
、
一
度
内
田
吐
夢
の
お
宅
に
伺
っ
た
こ
と 

が
あ
り
、
芳
子
さ
ん
の
子
供
の
一
作
さ
ん
、
有 

作
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
ご
馳
走
に
な 

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
親
の
か
た
さ
ん
が
、 

単
な
る
赤
と
ん
ぼ
マ
マ
で
は
な
く
、
女
権
運
動 

の
先
端
を
走
る
強
い
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を 

彷
彿
さ
せ
る
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
女
性
で
し
た
。 

 

元
九
郎
の
手
記
に
は
、
養
女
の
か
た
さ
ん
の 

こ
と
は
一
行
も
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
幕
末
は 

河
田
佐
久
馬
の
幕
僚
と
し
て
、
戊
辰
戦
争
に
従 

軍
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
上
野
戦
争
も
片
付
き 

東
北
戦
線
に
攻
め
上
っ
た
時
、
軍
監
の
河
田
景 

興
か
ら
、
相
馬
藩
の
仕
置
き
を
ま
か
さ
れ
た
。 

相
馬
藩
は
、
初
め
勤
皇
派
を
宣
し
て
い
た
が
、 

東
北
諸
藩
か
ら
の
圧
力
で
佐
幕
に
な
り
、
官
軍 

が
迫
る
と
ま
た
勤
皇
に
変
貌
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
相
馬
藩
に
対
し
て
、
元
九
郎
は
寛
大
な
措
置
を

し
た
よ
う
で
、
相
馬
子
爵
は
、
明
治
に
な
っ
て
も
こ

の
時
の
恩
義
を
忘
れ
ず
、
毎
年
、
小
石
川
の
茅
屋
に

賀
を
祝
し
に
来
訪
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
書
い
て

あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。 

討
幕
派
の
首
領
、
西
郷

隆
盛
に
と
っ
て
、
鳥
取
因

州
藩
と
備
前
岡
山
藩
（
合

わ
せ
て
６
５
万
石
）
が
立

ち
ふ
さ
が
る
か
否
か
が
、

最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
徳
川
親
藩
の
因
州
藩
が
薩
長
側
に
つ
い
た
の

は
、
元
九
郎
た
ち
勤
皇
派
の
、
む
し
ろ
造
反
の
流
れ

で
、
筆
頭
家
老
荒
尾
駿
河
の
決
断
で
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
の
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

ペ
ン
ネ
ー
ム
大
原
啓
輔 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

実
名  

堀 

啓
次
郎 

  
 
 
 
 
 

 

興
禅
寺
先
祖
の
墓
地
で
、
内
田
さ
ん
と 

            

後 

日 

談 
 

 

堀
さ
ん
の
記
憶
か
ら
重
要
な

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
堀 

正
が
和
田
家
の
家
臣

と
誤
解
さ
れ
た
理
由
で
す
！ 

 
 

「
和
田
家
重
臣
、
堀 

深
見 

と
い
う
人
物
は
、 

元
九
郎
の
妻
に
な
っ
た
お
千
代
さ
ん
の
父
親 

の
よ
う
で
す
。
叔
母
か
ら
、
堀
、
堀
で
結
婚
し 

た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
乳
飲
み
子 

の
か
た
が
小
鹿
谷
の
堀
家
（
お
千
代
さ
ん
の
実 

家
）
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
近
く
の
き
そ
さ
ん
が 

乳
母
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
こ
れ
で
氷 

解
し
ま
す
ね
。
」
と
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。 

除
籍
簿
か
ら
千
代
子
は
堀 

深
見
の
二
女
で
あ
る

こ
と
も
明
確
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

 
 

［
今
後
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
］ 

★
因
幡
万
葉
歴
史
館
で
碧
川
か
た
手
作
り
資
料
展

を
６
月
３
０
日
～
７
月
２
２
日
に
開
催
。 

☆
６
月
３
０
日
（
土
）
１
０
時
半
～
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
。
岡
野
貞
一
記
念
合
唱
団
に
よ
る

「
赤
と
ん
ぼ
」
ほ
か
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
。 

☆
７
月
７
日
（
土
）
１
０
時
～
１
２
時
、
河
野
浩
美
さ
ん
の

ト
ー
ク
。
著
作
『
命
一
コ
マ
』
で
第
４
回
読
売 

 
 
 
 

 

女
性
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

」
大
賞
入
選 

 
 
 
 
 

 

６
日
午
後
は
河
野
さ
ん
を
コ
ナ
ン
空
港
か
ら
湯 

梨
浜
町
の
和
田
家
の
墓
参
に
ご
案
内
し
ま
す
。
ご 

一
緒
で
き
る
方
は
ど
う
ぞ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

★
次
の
研
究
会
は 

１
０
月
２
７
日
（
土
）
午
後
２ 

時
～
４
時
、
場
所
は
米
子
市
立
図
書
館
第
３
研
修 

室
で
す
。
テ
ー
マ
は
碧
川
企
救
男
に
つ
い
て
で
す
。 

初
め
て
の
方
で
も
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

たつのとの交流コーナー  ６月９日（土）たつのかたの会の７名様が鹿野鳥の劇場に見学と協力依頼にみえました。

来春鳥取でたつの演劇メンバーで上演したいということです。こちらかた顕彰会の数人（尾崎かおる・佐々木千代子・

藤田・四井）で互いの活動報告をして、今後ＮＨＫにもっていくことにしました。 

 

たつの かたの会のブログ → wwwface book Kcom/katanokai Tatsuno 

 


